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空手道の発展における地域的 2軸性:沖縄と本土
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1.はじめに

我々はこれまで空手史研究の必要性を指携し，その方法論として空手道の近代イとについての

歴史講究から始めること，またその視点として船越義珍に注目する必要があることについて論

述してきた1)また，その論考の中で鉛越義珍を扱うにあたって， (工船磁義珍の稽さ王監，②船

越義珍の沖縄空手界での立場・評価(船越義珍上京前)， ()む船越義診の沖縄空手界での立場・

評価{船越義珍上京後)，④船越義珍の日本武道界での場，母船越義珍による普及と指導方

法，船越義珍と弟子達との関係，の合言t6つの甜究課題を，今後，明らかにしていく必要が

あることを指摘した.

しかし，これらの研究謀題について検討するには，重饗な背景が存殺する.前認の論考の中

で述べたが，空手選の文化的発農の背景には 2 つの地域的な輔がある.部ち~ ~授手道発祥の地

とされる沖縄と，沖縄から{討議された f騎手Jを強誌に f空手議Jまで発議させた本土の 2轄

である.近年，齢者の空手選は「沖縄空手道J，後者は f日本空手道jと時ばれ，底部される.

今日では f空手遵」あるいは r~苦手J として世歩手中で愛好される空手が，それぞれ別々の呼称、

を持つ背景には，地礎的な隔たりや呼称に対する趣向の濃いのみならず，歴史的な背景が存在

するはず、である.上述の研究課題を検討するにあたっては，このZ投手濯の発般における地域的 

2軸性が，その隷棺にわたって密接に関係していると考えられる.よって，船越義珍に関する

研究課題に対する正確な理解を得るためには，ニの地域的な 2戦牲について，謀議を検討する

ことに先立つて十分に整理し，理解する必要がある.そこで，本研究では空手道の発展におけ
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る地域的 2軸性を整理するとともに，この地域的 2戦後が船越義珍，さらには空手選の近代化

を明らかにするにあたってどのように関わってくるのかを考察する. 

2. 空手道の発展における地域的  2軸性の諸相:沖縄と本土

において，沖縄と本土の地域的 2翰性がどのように存在するのかを，

相{時代)に分けて整理する.我々は，時代の訴分を空手議の発援の段轄に合わせて次のらつ

に冨分した.はじめに1.沖縄における f設手Jの地投確立の時代，次に 2.本土における

くここから地域的 2教性が始まる入 3場臼本武道としての地{立確立の持{t， 4. 

戦後のf葉興と発麗の詩f¥';，そして 5.理夜という る.この 5つの区分に集いそれぞれ 

の時代にみられる地域的 2軸性を整理した.

2 1.沖縄における「空手j の地位確立の時代 (1889~手-1921 年:明治 22 年一大正 10~手)

この時代における空手(当時は唐手，以下特別なものを除き空手と表記する)の発展は，ま

っていないことから，沖縄における lつの軸で進行している.

沖縄においては，元々，空手の括承は秘錯裏に，また一審誌の地域で，しかも特定の人強によ

って，偶人数援の形で伝承されてきた 2¥しかし，明治中期からこの秘密裏に行なわれていた

様々な方法で一般に公理され，やがて法く認知されるようになる.このことから，こ

の時代を沖縄における f空手jの地泣確立の時詑とした‘

この時イえを成立させた要素としては，ま による個人教授からの説郊である. 

1889年(明治認年)それまで他人指導だけに教授方法が限られていたのに対 L，

霊友であった東恩納寛量は沖縄県初の空手渡場を開設しているお.この事実から，この時代の始

まりを 1889年(明治 22年)とした.

次に教育への導入である.沖縄県教育委閥会の調査報告書によれば， rl卯ら年(明治綿年)

・県立第一中学校(現在の県首思高校)において空手がま科とされる J4) と

ある.導入時揺に関しては若干の異説がある.外開哲弘による詳細な讃査では， 1901年(明

治34年)に首A尋常小学校で体擦の科目の一部として， 1902年{明治 35年) 

1905年〈明治 38年}にi争議粟立第一中学校で:iE課体育として空手が導入されたとされ

ている 5乙また，営竣長瀬による 1936年 (BB和 11年}の講演舟容によれば，

は外開の調査と向様であるが，明、治 38~手の梁立鰯範学校および県立第一中学校で 

f唐手部j設置とされており品)， :iE謀議入とはされていない，いずれにせよ， 1905 
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年(暁治38年)頃には， に導入され，それは降，空手に触れる人日を飛躍

的に増加させたことが， に必いて大きな役割を果たしたことは ヨない.

また，明治初期の教育においては，恕統的な武衝は近代的な学校教育にはな� Cまないとさ

れ，正諜への導入には否定的な鰭舟が強仁本土において鰐這〈当待は撃剣}

入されるのは，� B清・� 8 よるi主i粋意義的感瀬の後押しを受けて，� 1911年{明治44年)

になってからのことである� η. よって，沖縄における武衡の正諜導入が1905年(明治38年)に

行なわれていたとすれば，金調でも緩めて先進的なものであったと言える.

さらに@一般への広報活動である.船越義珍は，� 1905，1906年(明治38，39年)頃に同宏、

を募って県下を空手の公開演武そしながら巡回するなど空手の公開と認知を得ることに尽力し

ている� 8) また，その一方で，船越義珍はマスメディアを利用した空手の地位向上とiEしい理

解の普及にも努めている.� 1902年(明治35年)には地方新聞である� f琉球新報j (1893年創

刊)に空手の紹介記事を執筆したとされており自にまた� 1914年(大正� 3年)にも� f沖縄の武

技jと題して� f琉球新報iに3紛の連載を行なっている� 10) このように地方新開ではあるが，� 

Z苦手の概絡が一般に書琵として示されたことは，空手やその霊史に対する沖縄祭舟での悲しい

認識を深めることに重要な役割を楽だしたと考えられる.

最設に昏草爵係者や皇太子など県外有力者に対する演武会などの調催である.� 1910年(明

治43年)� 12丹，八代六郡司令官率いる海箪練響艦隊が那覇に寄港した折には，那覇

による空手の集団演武会が披露され，沖縄師範学校において屋部憲通指導教官の下で灘抜され

た乗組員将兵が「ナイハンチjの却の特訓|を受けているu)また，出羽重連大将(第一艦隊司

令長官)率いる第一艦隊が中城湾に響機した折にも，船越義珍が沖縄県立第一中学校において

海軍将校に対して合宿稽台を行なっている� 12) そして最も大きな出来事として.� 1921年(大

正10年)� 3月6日，昭和天議(奥太子時代)が諜欧の途中，沖縄に立ち寄った際，船越義珍

が演武の指導者を拝命し.主滅工E畿の大広間において空手の演武を台覧に供している� 13¥こ

のような県外有力者に対する空手の紹介は，県外に対する空手の認知を丘，げるだけでなしそ

れら県外有力者が残した空手に対する繋繋が，沖縄においても� f空手は沖縄が誇れる文化であ

るjという桂置づけを一般に与える幾重要な働きを担ったと考えられる.

このような� 4つの車り組みによって，空手は沖縄県内において認知され，地位を確立し，

方では本土紹介の下地が作られていったものと考えられる.また，� 1917年(大正6年)には

県下の空手の大家(崖部驚通，花城f受f交，徳、悶宏文，城間真繁，大城朝恕，徳、村政澄，省川i急

行，船越義珍，宮城長順，摩文仁野和)が集まり沖縄唐手研究会を結成したとされている� 14)

このようなことから，秘技から公開・…般化される流れに対して，沖縄の空手界が器本的には
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一致団結して努力していた時代であったと考えることが出来る.� 

2 -2.本土における宣伝の時代� (1922年-1929年:大正11年ー昭和� 4年)� 

2-2-1.本土

本土での最初の公式演武は，� 1916，1917年(大正� 5，6年)頃に船越義珍と又吉真光が京都

武徳殿において行なったとされている� 15，16) しかし，この本土での宣伝の時代の幕開けは，� 

1922年(大正� 11年)が妥当であると考えた.船越義珍は� 1922年(大正� 11年)4月，沖縄県学

務課からの要請をうけて上京� 5月文部省主催の運動展覧会にて空手の紹介を行なう� 17，18) こ

れがきっかけとなり，船越義珍は，さらに尚家，講道館，陸軍戸山学校などでも演武・解説を

行ない19) そうしたつながりをもとに東京において指導・普及の道に入っていく.この船越義

珍の上京が実際の本土での空手普及のスタート地点と考えられることからこの時代の開始時点

とした.そして，船越義珍は上京の年の末には日本で最初の空手に関する解説書『琉球拳法唐

手』を出版し却引き続いて� 1925年(大正� 14年)の初頭には『錬胆護身唐手術』を出版して

いる� 21)一方，指導面では 1924年(大正� 13年)の「慶慮義塾大学唐手研究会」の発足に引き

続き，東京大学，第一高等学校などにおいても空手を指導するようになり，大学を中心として

広がっていく本土空手の基礎を作ることになった.そうした指導の一方で，船越は各地で弟子

とともに演武会を開催し，空手が本土で認知されるために尽力している.

また，船越義珍と同時期に琉球王家の大名出身である本部朝基も上阪している� 22) この本部

朝基が1922年(大正� 11年)11月に京都市で催された拳闘対柔道の大会に飛び入り参加してボ

クサーを倒し，これが新聞各紙で報道されたために空手の威力を広く国内に伝えることになっ

た23) その後，本部も各所の指導に招聴きれ，� 1927年(昭和� 2年)には本部朝基を師範とす

る東洋大学唐手研究会が発足する� 24，おまた，� 1927年(昭和� 2年)には那覇手の大家東恩納

寛量の弟子で剛柔流の創始者となる宮城長順(注:移住はしていない)が26) 1928年(昭和� 

3年)には糸洲安匡，東恩納寛量の両氏に師事した糸東流創始者の摩文仁賢和が相次いで本土

に渡り，関西方面での空手普及を担うこととなる幻この他，� 1928年(昭和� 3年)に宮城長順

が，京都大学や関西大学の学生とともに，武徳殿において演武したことは特筆すべきことであ

るお)

さらに，この時代の締め括りとしては，� r空手道」の成立があげられる.� 1929年(昭和� 4年)

になると，船越義珍のもと，慶腰義塾大学の唐手研究会が，� r唐手術」を「空手道」に改め，

研究会の名称も「唐手研究会Jから「空手研究会」へと改称する斗現存する資料として，� r唐
手」という意味で「空手」の単語を使用したのは，� 1905年(明治38年)の花城長茂のメモが
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も古い却また，船越自身も最初の著書『琉球拳法勝手Jにおいて「空手」という

場させている� 31) しかし，これらは一般的な呼称、として用いられていたわけではなく，この� 

1929年{昭和� 4王手}の名称変更が空手において大きな転換点となる.そして，

空手研究会の 5 題年記念式典の席上で，船越義珍は r~芝ミ子は既に笠訟の待代は過ぎ研究の善寺誌

に入った」と述べたとされる� 32) よって，この� f唐手術Jから[空手道jへの改称と船越議長診

の行なった宣言をもとにこの時代芭分を区切ることにした.� 

2-2-2.沖縄

この時期，沖縄の空手界に大きな動きがあった記鍛はほとんど見られないが.� 1926年(大� 

慣らが中心となって演武舎を)1年)に嘉納治五郎が来琉した擦には，摩文仁賢和.城長15正

艶議しているお.これは，その後，煎述の摩文仁緊和，議減長績の本土行きのきっかけになっ

たとも考えられる.� 

2 2-3.まとめ

この時代には，当時最も沖縄で精力的に活動していたさ若手家の多くが本土入りしたため，本

土においての空手は驚くほどの速さで普及が進んだ‘.しかし，一方では，そうした窓手家の本

土への流出に伴って，沖縄県下では空手指導者の空洞化が起こったことになる.沖縄において

も空手の地位は確立されたばかりであり，試行錯誤が繰り遮されている時期仏このような指

導者の空混生が起こったことは沖縄の空手界にとっては大きな打撃になったと捺繋される.こ

のような理由から沖縄ではこの持誌に本土ほどの大きな出来事は起こっていないと考えられ

る.� 

2 3. 日本武道としての地位磯立の時代� (1930年畑1945年終戦:昭和� 5年時昭和初年)幽� 

2-3-1.本土での努力

この時期に入ると本土に渡った船越義珍・摩文仁賛和・宮城長脹らを鱒範として続々と各校

で空手研究会が欝設される.� 1930年〈昭和� 5年}の拓殖大学から，日本室科大学，東京商科

大学{後の一橋大学).関務大学，早稲田大学，懇窓会甑科大学，中央大学，明治大学，題学

院大学，立教大学， 東京農業大学， 法政大学.� B 間志社

大学，京都帝国大学などと続く� 34，35) また，一般にも広く空手は浸透してゆき，� 1935年(昭

和10年)には船越義珍令中心とした大日本空手滋松議曾が出来るなど，本土では支部・組織

体制も整えられ始めるお〉ーまた，この組織拡大の流れの中，それまで偶々の大学での稽古のみ

であったものが，演武会などを通して名大学の交流が始まる.そして，その流れは発畏� l，� 

1936年� (BB和� 11年)には船越義珍に努事する学生会中心としたグループが大関本学生空手道
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聯盟を発足 37，認) 1939年(昭和 14年)にはもともと船越義珍の弟子であった大塚博紀に師事す

るグループが関東学生空手道連盟を発足するなど学生による組織化が活発になる 39¥一方，こ 

阪や摩文仁賢和に師事する関西の大学との東西交流)1の頃，関東の大学問だけではなく，宮城長

も盛んになっている.そして， 1941年(昭和 16年)に行なわれた明治大学金手都公認記念全日

本学生空手道演武大会においては，松j姦館，剛梁流，糸貫主流，持議出然流，和道流の各流派 15

校(東京帝国大学，慶藤義塾大学!手箱回大学，立教大学，諸般大学，東京農業大学，法政大

学，慈恵、会室科大学，日本歯科大学，立命館大学， I司恋社大学，関間学説大学，関西大学，日

本歯科専門学校，明治大学)が参集し(その懇親会の席上では段f立なども含めたなんらかの

統一機爵を設けることに一向の意見がまとまり，ぞの後， -害減衰頗・

花域長E支の各締範もこの意見に費関したとされる 41)この発案は最終的に太平洋戦争の縄戦に

伴い，戦誌に実現することはなかったが， 中心と 1つにまとまって

いこうという大きなムーブメントを持っていたことを る.

このような組織北の大きな流れのや， 1939年{認和 14年)に 中心とするグル

ーブが，議選麓{柔道}や有信舘(剣道)にならび符道場の議機を議かに凌 {練習爵穣50

坪)を持った空手道場 f大日本空手選松議舘jを製設し，組織の中心となる場を確保すること

になる42，また，船越義珍は， 1935年(昭和 10年)に を出賎し総その

手を J空j手に変更する理由を明示することによって， 2雲寺三道という苦言葉の一般化・開定fヒを

図っているーこれは本土をはじめ，その後沖縄にも大きな影響を及ぼしていくこととなる.

また，この持詑には大日本武鑑会での空手演武も盛んに行なわれるようになる.その流れの

裳流)と小西康絡(神選自然流)が空手界初の材、j頂(蹄)1年)には宮城長10年(昭和1935中で， 

号を大日本武徳会から認定され剖引き続き多く る.こ

は，日本の武道界において空手が日本武道として認知され始めていたこと 当初の空

手は柔道の一部として扱われていた.また，称号審資においては，剣道や染滋は拭合によって

結果が明白になるのに対して，空手は試合制度がないために離の演武のみで審査が行なわれる

ことから，公正な判断が出来ないとの他武議関係者から不満の声が多かったと設われている紛.

一方，この時代の終盤， 1942年(昭和 17年)には各大学で空手が諜となっている枯七こ

の時期は太平洋戦争の戦時局面下であり， 3苦手が戦地での効用安期待怒れたものと考えられ

る.事実，軍関係でも，陸軍中野学校，陸軍戸山学校などに船越義珍の高弟が教官として入

り，その指導に携わっている初.このように，太平洋戦争に伴い， 3投手も戦争の影響を大きく

受けるとともに，その発展i立中断を余儀なくされる.
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2-3-2.沖縄

前の時代援分と向様に，この時代の前半にも沖縄空手界の動きについて怯えている文献は余

り多くない，中盤になり.� 1936年(紹和� 11年)になると，沖縄県那覇市において琉球新報社� 

I唐手窓談会jが開催された詑縁が存在する.大西栄三著� f空手史jに詳しい記録が記

されており，さ当時の沖縄における空手の動向を知るために貴重まな資料となるので，以下にそ

の内容から読みとれることをまとめる� 48)

その記録によれば，出席者は，麗慈賞憲議，ft.城長蔑，警護武朝徳，本部朝碁，知花朝億，

城間真繁，� E言波長)11百，小路朝議，� 1中宗根源和ら空手関係者と県教育関係者および警

-室ぎの額係者であり，話し合われた内容は から� I空手jへの名称変更についてと沖

縄県における控手の振興事業についてである.� 1つgの名称変買さについては，既に東京で

手道Jという名称、が一般的に使われているが，沖縄ではどうするかという問題について話

っている.結論は最終釣に� f空手jに変獲する方向性にまとまるが，その中に「唐の字で繋い

たものは沖縄の地方的なもの，� Z授の字で書いたものは，一般的に日本武道としてのさ投手という

ように区翌せされると，将来本君主をとられることになるjという意見があるのは興味深い，ま

た� 2つ闘のさ若手の振興事業については� f現在，沖縄の唐手が不振の状態にあることは，歎か

わしいことで，体育および，武道教育の問額から是非振興方法を講ずる張、繋がありますjとそ

の必繋設が述べられている.これについては，沖縄課内に振興協会を作ることや「日本興i道

形Jにならい� f日本空手型jを作ることなどの解決策が話し合われている.また，最後の主催

者の挨拶には� f中央で空手が盛んになったのは，本県の名誉でありますが，本場の本票であま

り振るわないのは，甚だ通告惑でありますjとのコメントが合まれている(以上，� rJ内は文

献掛からの引用).この座談会の記録からは沖縄における空手が当時，非常に不振であったこ

と，また本土との道案差に対する危機感を感じていることなどが読みとれる.

しかし，低迷していたと患われる沖縄空手界もこの座談会以降は活性化する.実際に，座談

会が行なわれた� 1936年(昭和� 11年)の暮れには� f沖縄綜Z投手選振興協合jが県知事を会長に

発見している必.また，� 1937年(昭和12年)には座談会でも話し合われたZ若手道基本盟十二

設も制定されている縦.しかし，この空手道基本却はあまり普友しなかったのか，� 1941年(昭

和� 16年}には新たに沖縄県知事によって空手議専門委員会が組織され，長嶺将考案の� f普

及型-Jと宮城長!頗考案の{普及型二jを制定している� 51)

このように� 1936年(昭和� 11年)以降は，行政の介入もあり沖縄空手界も活発になる.しか

し，本土同様，太王子洋戦争に突入し，その活動は中断される.また，ぞれ以降の主だった動き

を掲載する資料は見られない.
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2-3-3. :l: lごめ

この時代，本土では大学への広範な普及を通して，様々な組織化の流れやみ拠地の創設など

が散見され，自然な発展の一途を辿っている.また.r空手選Jという諮獲の一般化や大日本

武揮、会による称号授与，策関係への貢献などによって，さま手が日本武滋としての地位を確立し

ていった時f主であると脅える.一方，沖縄では，議述の指導者受溺ftの影響か明り，前半にお

いては額係者が危機惑を感じるほどに空手が色迷していた時代であり，また後半は行政介入に

よってそれを転換しようとした持伎でもある.いずれ;こせよ，本二仁 沖縄ともに太平洋戦争終

盤には， 中断を余犠なくされている.� 

2 4.戦後の復興と発農の時代� (1945年終戦-1988年:昭和初年m 昭和63年)闇� 

2ωヰω1.:2ド土

太平洋戦争における日本の散戦とともに，連合国最高司令官総可令部� (GHQ)は民主イヒ政

策のもとで武滋令禁肥する� 52) 1945年(昭和20年)11月には，学校における武道は正課・課

外活動ともに禁此され，引き続き� 1946年(昭和21年)I月には，武還をに関する教員免許状が無

効となったぬニの禁止は，柔道が1950年(昭和25年).弓識が 19日年(昭和26年).剣道が 

1953年(昭和28年)に，それぞれが民主的なスポーツの� lっとして彼治することを許される

まで続いた54)

一方， に関しては早稲田大学の大浜告泉教授〈空手部部長，後に体育局長を経て総

長)がGHQや文部省に対して� f空手道はゼントルマンのスポ…ツであるjと稽吉継続を掛け

合ったため，準々に韓古を再提できたとされている� 55¥ 空手選のみ穣設の再開が許されたの

は，戦読に本土最大のさ塁手議題体であった松譲舎〈船越義珍の丹下}が大混本武様、会に参揺し

ていなかったために設予選が戦争政策に撞力していなかったと解釈されたことと，占領箪の将

校の中にさま予選と近接な瀦係にある中国拳法の修行者が大勢いたためではないかとの談話もあ

るザ実際に，� 1946年〈昭和� 21年)春には，中央大学� (3月)， .!j手縮聞大学 (4月)，萌治大� 

(4月)，拓殖大学� (5月)などが稽古を再開している� 57，紛.これに引き続き各大学でも韓

古が再開され，次第に活動が活発になっていく.そして，� 1947年(昭和22年)には，船越義

珍が疎開先の熊本より戻ったことを記念して歓迎記念:演武会(早稲田大学において)が催さ

れ，和議流，糸東流，剛柔流，松j毒館流の各校が参加するなど交流も盛んになる(後の全日本

学生空予選連盟結成の契機となったとされる)捌.その後の学生の流れでは.� 1948年(昭和23

年)に六大学連盟(慶醸義塾大学・早積回大学・専修大学・中央大学・法政大学・拓殖大学)

が結成され鈴そして，� 1950年(昭和25年)には金流派令網離した会伝本学生空手道連盟が
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結成されている� 6]) この全日本学生空手道連盟はその後，毎年� 1回の合同演武会を開催し，各

校の交流を深めている.この他に，� 1948年(昭和� 23年)には船越義珍を擁する日本空手協会

が，� 1949年(昭和� 24年)には大塚博紀を擁する和道流によって全日本空手連盟がそれぞれ結

成されている� 62)

この時代に本土の空手界が大きな転機を迎えるのは� 1957年(昭和� 32年)である.この年の� 

4月26日に空手道の普及・発展に尽くしてきた船越義珍が永眠した.� 5月11日に松凄曾によ

って告別式が営まれ臼� 6月21日には日本空手協会を中心に各大学空手部が結集し，全日本

空手連盟(和道流)の大塚博紀，全日本空手道剛柔会の山口剛玄をはじめ，武道界からの多く

の来賓を迎えて盛大な追悼演武会(両国国際スタジアムにおいて)が行なわれた剖

そして，この年，空手における公式試合が開始された.10月20日には日本空手協会が第� I

回の全国選手権大会を実施している邸また，� 11月30日には全日本学生空手道連盟も第� 1回

全日本学生空手道選手権大会を開催し，� 29校(当時55団体が加盟)が参加している届もちろ

ん，これ以前にも，東京大学による自由組手や67) 摩文仁賢和による試合化の検討ω あるい

は1952年(昭和27年)に慶懸義塾大学と早稲田大学が行なった試合形式の交換稽古など69)

試合化の検討は限りなく行なわれているが，公式に行なわれた大きな大会はこれらが初めてで

ある.

船越義珍は空手の試合化について反対であったと言われる均東京大学の松田勝ーによる回

想にも当時の東京大学における組手練習に船越義珍が反対であったことが記されており71) ま

た船越義珍が1929年(昭和� 4年)に東京大学唐手研究会の師範を辞退した理由は会員が「組手

試合jを行なったためとも言われている72) また，太平洋戦争において焼失した松涛館を再建

して� 2代目館長となった江上茂も「空手に試合はないjとの船越義珍の言葉を伝えている� 73)

船越義珍は初期の著作『琉球拳法唐手J74)や『錬胆護身唐手術j15)の中で，空手は剛術で危険

なために試合は出来ないとしながらも，防具や禁じ手を設けての試合制度を検討する余地があ

るとしていることから，試合制度に対する船越義珍の態度(賛否)については様々な見解が持

たれる.このことは今後も十分に検討する必要があるが，後年の船越義珍の著書にはその記述

が削られていること，また上記のような記録が残されていることから，後年，試合化に対して

少なくとも全面的に賛成していたわけではないと考えられる.そのような立場にある船越義珍

の死を契機に競技化・試合化が開始されている事実から考えれば，船越義珍の死は，単に� I人

の空手指導者の死というだけでなく，本土の空手界に，また，後には沖縄や世界の空手に大き

な方向づけを与える，非常に重大な出来事であったと言える.

その後，� 1964年(昭和� 39年)には全日本空手道連盟が設立され76) 本土の空手は試合制度
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を過した発農の道を辿ることになる. 1979年{昭和 54年) ンス

トレーションが行なわれ， 1981年(昭和 56年)の議繋関体で 話にな

っている 77j 

2-4-2雀沖 縄

沖縄は激戦地であったこともあり，本土よりも複興が護れている.戦議の沖縄でのさ左

手譲輿に関しては空手史家である宮城篤正が著した f空手の懸史jが紫畿な軌跡を伝えてい

る78¥沖縄での空手護輿は，当初，太平洋戦争で生容したき岩手家が盤かに個々の議場を設けて

指導を仔なっていただけであった.しかし， 1956年{昭和 31年)には沖縄県下の小林流，開

柔流， 1二地流，松林誌の 4派が沖縄空手道連盟を結成するなど，この績には後輿の兆しが見ら

れている紛.しかし， 1鈍 3年(昭和 38年)には小林流が脱退するなど，結成後の活動は低迷し

ていたとされる鈎このようなことから， 1967年(昭和 42年)にはこの沖縄空手議連盟が発

展的に解消され，乱立する沖縄空手界を統一するべく会沖縄空手議連盟が結成されるが，これ

もやはり小林流の不参加など足並みが揃わない面があったようである 81) しかし，この金沖縄

空手道連盟は同年には称号審査を行ない，また饗 1968年(昭和 43年)には統一の段位級位審査

を行なうなど組織としての機能を果たしている 82)‘その後，嫌々 と られるが，

1984年(昭和 59年)に沖縄県教育委員会によって「学校における が作成され，

県下の小中高校生の正課に空手が導入されることが決定されたの きことである脳.

2-4 3.ま とめ闇 

この時{七本土では戦後の復興とともに，空手議毘体の組織{ヒが臨られ，一応の結実を見せ

ている.また，空手の試合住という 1つの流れを主流として大きく発援した時代と替える.

沖縄でのこの待代の特畿は，先の本土に護った斡越義珍，摩文tニ繁和，宮城長績といった

没代を第 1世代とした場合に，沖縄の第 2没伐ともいえるような懇導者逮{舞えば知花親譲， 

f受嶺将棄など〉によって新しい運営が銘まったことである.方向殺としては本土と興じく組識

{との流れが強い時代と言える. 

2 5.現在 (1989-現在:平成元年ー現在〉ゅ 

2-5-1.本土

本土において空手の分抵は激しく，全てを記述することは難しい.しかし，前掲の全日本空

手道連盟は，地域間体である各都道府県連盟および、地ぽ協議会，各競技間体(全日本中学校空

手部連盟，全国高等学校体育連盟空手道部，全日本学生さ投手道連盟，全日本実業団手道連

盟)，そして各流派からなる会派団体(全日本空手道連盟剛梁会，念日本空手道連盟糸策会，
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(社)日 日 全日本空手道連盟錬武会，全日本空手道連盟和道会)

によって携成怒れ，これらの間体の集合体として現在も冨内空手界を lつにまとめている制

また，全日本主苦手議選援が主催する全日本空手道選手権大会も 2∞6王手(平成 18年〉には， 34 

顎を数えている.このように，日本の空手は沖縄の一部も含み，試合北・競技fとの傾i匂を継承

している.

しかし，近年，試合への馨しい偏重から，ポイントを上げるためのま支綴に特北するあまり，

武術的身体操作の喪失や武遊説思考の欠如，流抵の特畿が消失するなどの稜々な需題点が挙げ

られ， に対して f武道空手jもしくは f伝統空手Jといったような鵠題提起が頻

繁に干すなわれるようになっているぬぬ斜.一方，このような武道としての空手を見護す潮流と

は逆に，ショ…ビジネスとしてさらに競技化を進める方向性も大きな一翼を担っている.いず

れにせよ，空予選が得びその存在がどうあるべきなのか関われている時代だと議える. 

2 5 2.沖縄柳 

一方の沖縄では， 1989年(平成元年)に酋銘Jq貢治沖縄県知事(在任期間 1978年制 1990年:

昭和 53年一平成 2年)が「空手大学」の構想、を発表する槌これ以降，県行政における

興事業が飛躍的に促進されていることから，この時代の始まりを 1989年とした.その後，沖

縄県の教育委E議会文化課は， 1991年(平成 3年)から 3年間に渡り，外部の調査委委闘 19名に

して， よび古武道の基本調査を行なっている鈎ぞ丹報告書では，沖縄で発生し

た武議である (琉球古武道)Jが空手道のスポ…ツ振興に伴い，試合化に漉

合した技法のみが読経され，伝統的武道として正しく継承されていないとの拾撰のもと，訟統

的武還を守り， r日本文化の一翼を強う地域文イと・郷土文イヒとして継承・発騰させるjために， 

f全会掠事委主流波書?鱗議した欝査と記銭保存の必要j性を説いている.また，この調査は沖縄 

Z若手議に摸する文北財指定やさ詮予選大学校の設立構想、に耐えうる資料とすることを関標として

いる.東 iこ，沖縄然教管委築会文先課はこの議査の継続事業として， 1鉛 4塁手(王子成 16年) 4 

丹から l年関の調驚期罷で 6人の鶏査委員による 21m吾の空手道・吉武道義本論驚を持なって

いる泌この調査では，空手遂の襲史，基本的な翠(形)，系統国等および吉武議の藤史と系

統践についての調査が行なわれ，報告書がまとめられている.また， 1995年(王子成 7年}に

会保健体育課によって組識された 10名の編集委員によって?沖縄空手・古

武道グラフ jがまとめられている 90 これは， 1997年(平成 9年)に予定される県立武議揺

の落成とその記念事業として位置づけられる沖縄空手・古武道世界大会に向けて，伝統空手に

対する県民の理解を高めることを目的に編纂されたものである.また， 1995年(平成 7年)に

は太平洋戦争・沖縄戦終結 50周年事業として 8 月 24 日 ~8 月 28 日の日程で沖縄空手・古武道
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世界大会ブレ大会が行なわれている.� 1997年{平成� 9年)には，このブレ大会から

までのあゆみを編集した� f世界に鑓議する沖縄空手・さ武道iなどが出設されている� 

92) そして，� 1997若手{平或� 9.1f.)の 8 J:l21摂� 8丹25Bの日程で，沖縄Z苦手・

余が鶴議された.外間によれば，この� 1997年{平成� 9王手)の世界大会には世界50カ

し，沖縄L察側の参加者が約 2~勝人余，海外からの参加が 17∞人余の合計 36∞人以上が参加し

たとされる� 93) また，観客数も延べ9∞0人にのほったとされている.こうした世界大会への

蟻り上がりとともに，� 1997年(平成� 9年)8月8日には県指定の無形文化財(空手・古武術)

として長嶺将真(松林流)・八木明徳(剛梁流)・糸数盛喜(上地流)の3名の空手家が第l次

ている剖そして，これに引き続ゑ� 20∞年(平成� 12年)� 9月12日には，伊波康延長

(糊梁流λ友寄隆宏(昭平流)，� fi中農期主主郎(小林流λ仲車常延(少林寺流入富平勝哉(小

林流入湧昨季接{離柔流)の� 6名が操指定無責主文イヒ財〈空手・古式術)の第2次認定を受け

ている潟三また，� 2003年{平成� 15年〉には沖縄擦が2002若手震に実蓋した� f沖縄デジタルア

カイブ整備事業jとして経識されたコンテンツ艇持率業とコンテンツ提供(発舘)事業によっ

て，� Webサイト� rWonder沖縄jが開設され，このやに沖縄空手・吉武道の豊蓄なコンテンツ

された蝿このWebサイトは世界に向かつて沖縄文化「空手」を伝える役割を

ことになる.� 2004年(平成� 16年)には「世界に沖縄が誇る貴重な「文化遺産jとして関係者

の献身的な努力により守り育てられてきた「沖縄語字選・古武道」が国内外に更に発臆・� 

Tることを支援する」目的で特定非賞利活動法人[沖縄さ苦手道・古武道支援センタ…jが沖縄

によって認可される� 97) また，同じくなO例年(平成16年)には，沖縄県観光1)ゾート

日中縄県民の文イヒ遺産として継承されてきた� f沖縄張手選・古武道Jを経済的にも髄鑑を有す

る� f文北資意jとしてとらえ査し，� r文ft交流護観光j推進の観点から，沖縄空字選・� 

ζた察内外，海外との交流を髭進ふ沖縄さ若手議・吉武道の発展，関連産業の振興ととも

に，沖縄穣売の振興を密るjことを居訴に� f沖縄空手交読推進事業jを行ない，こ� 

NPO法人沖縄空手道・吉武道支援七ンター している鉛ーこのように，� 1989年

年)以降，行政のサポートによって沖縄安本場とする として「沖縄空手道・古武道jの

イ立援をづけが確立し，これらの広報活動が行なわれるようになっている.また，近年では観光資

淵としての役割も認識され，地域振興事業の一環としても扱われるようになっている.� 

2ω6ω3. まとめ

この時代は，本土・沖縄ともに試合北の大きな流れを持った時代と言えるが，同時に試合イヒ

が進む弊警から，� r空手道jはどうあるべきかという問い叢しが始まった時代とも蓄える.そ

し方は多様であるが，� r武道jとしてのさを手に模する克哀しは，本土・沖縄ともに怨こ
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っている.また，一方でショービジネスや観光資源として，商用的に見直される動きも大き

し多様な時代と言える.� 

3.沖縄における空手の文化財としての保護� 

3 -1 .無形文化財

現在，前節に記した9名の空手家が沖縄県の無形文化財として指定されている.沖縄県の指

定であるため沖縄県下の空手家のみが認定されている.� 

3-2.史跡などの調査

中央大学保健体育研究所古武道研究班では，� 2加6年(平成� 18年)3月に沖縄県那覇市内に存

在する以下の空手関係の史跡調査を行なった(調査史跡一覧参照).調査史跡は，①松村宗根

の墓，②糸掛|安恒の墓，③花城長茂の墓，④感謝の松，⑤誉れの松，⑥東恩納寛量の生家跡，

⑦宮城長順の生家跡，~先賢東恩納寛量・拳聖宮城長順顕彰碑，⑨松茂良興作碑，⑮聖現寺，

⑪フルへーリン洞，⑫沖縄県立第一中学校，⑬沖縄師範学校跡碑，⑭奥武山公園，⑮天尊廟，

⑮久米36姓碑，⑫那覇商業高等高校，⑬福州園の合計18ヵ所である.これらの史跡の特徴と

してはl.沖縄戦の激戦により焼失しているものが多く，最近立てられた石碑などが多いこ

と� 2.那覇市の港湾部は明治期に比しでも埋め立てが進んでいることや沖縄戦で地形が変形

していることなどから正確な場所が判別しないものも多いこと，� 3.公的に立てられた石碑な

どが非常に少ないことが挙げられる.公的な石碑が少ない理由としては，それぞれの史跡につ

いて様々な解釈が存在し，また争いがあることから，公的な立場から恒久的な石碑の設置や碑

文の掲載が出来ないことが1つの要因として考えられる.このような公的な動きの不足を補う

ために，民間において沖縄県空手博物館(1987年(昭和62年)~)が設置されるなどの動きも

起こっている.

調査した空手に関係する史跡に関しては，空手との関係が示されていないものが多く，標識

や案内なども殆ど存在しない.また，本土に渡り，空手普及の本拠地を移した船越義珍や摩文

仁賢和に関する史跡は，本土の船越義珍の門下生が植樹した感謝の松・誉れの松だけであっ

た.このような現状は沖縄が空手道のルーツとされながらも，本土からの渡航者の多くが沖縄

に来ても自らの空手のルーツを見つけることが困難であるという現状を指し示している.
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4. 沖縄空手道と日本空手道  

4 -1 .沖縄空手道・日本空手道という言葉の発生時期 

4-1-1.沖縄空手道

「沖縄空手道」という言葉の初出は不明であるが. 1956年(昭和 31年)に沖縄県下の小林

流・剛柔流・上地流・松林流の 4流派が合わさって沖縄空手道連盟(初代会長:知花朝信・小

林流)が結成されていることから，少なくともこの時期には「沖縄空手道jという言葉が使用

されていたことがわかる田， 1∞それ以降には，書籍などにも「沖縄空手道jの文字が見られ，

現在公立図書館に所蔵される書籍の中では， 1964年(昭和 39年)の錬道館空手研究会編『沖

縄空手道並に王統記Jが最も古く 101)著名なものでは 1977年(昭和 52年)の上地完英による

『沖縄空手道:その歴史と技法Jがある 102) 少なくとも沖縄では 1936年(昭和 11年)までは

「唐手」という言葉を用いることが指導者の間でも一般的であり. I空手Jという言葉が用いら

れるようになるのはそれ以降である 103) よって「沖縄空手道jという言葉は. 1936年以降， 

1956年以前に生じたものと考えられる.恐らく戦後，後述の「日本空手道jに対して，本場

である沖縄の空手道という意図のもとに「沖縄空手道jという概念が生じ，そうした動きが沖

縄空手道連盟結成に結びついていったものと推察する. 

4-1-2. 日本空手道

「日本空手道」の正確な初出も不明であるが. 1935年(昭和 10年)に船越義珍を中心とする

「大日本空手道松瀧曾jが発足していることから少なくとも昭和 10年には用いられている l但

しかし， I大日本空手道松i毒曾jの前身である「大日本空手道研究会」の名称にも「日本空手

道jの文字が見られることから，それ以前から使用されていたものと考えられる 105) その時

期は， I大日本空手道研究会」の設立が 1930年(昭和 5年)とされること 1冊また  1929年(昭

和4年)10月20日，慶懸義塾大学空手研究会5周年の記念大会において船越義珍が「空手は禅

に始まり印度を経て支那少林寺に渡り，更に琉球を経て日本に渡り日本で発達したjと発言し

たとされ，従前の「琉球拳法Jに対して日本への意識が増していることなどから 107ぺ192叩却9， 

1凹93O年頃カか、ら使用され出したものと考えられる.更に，却 1929年には船越義珍の同意のもと，慶

麿義塾大学唐手研究会が「唐手jを「空手jに改めていることから酬， I唐手術」から「空手

道jへの呼称変更に際し. I日本空手道jという考え方が生まれてきたものと推察する. 

4-1-3.まとめ

これらのことから，源流という意味では沖縄空手道に対し日本空手道という順序になるが，
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言葉の発生を時間的な軸で考えると日本空手議に対して沖縄空手道という順序になる. 

4ω2.沖縄空字通と日本史手道における流派

実際に沖縄空予選と日本金子道を構成する流派にも遠いがある.日本努予選の 4大渡採が松

簿館流審開柔流・糸東諸・和道流とされるのに対し，沖縄空手選では小卒事連・縄i柔流・上地 

i車・松林流の 4大流派となる a 

4ω2 -1 .日本空手灘

松1事館流は，船越幾珍が大iE11年に沖縄から本土に渡り普及・発臓させたものである.船

越義珍は主に安里安恒・糸淵安恒に師事していることから首里手(首盟地方に発展した空手)

の系統である.開柔j震は宮城長ßI棄が昭和初期 (BB和 2 年 ~BB和 17王手)に度々本土を来訪し lω; ，

欝恋地区を中心に言者表，その後持地域をや心に発援したものである.宮城長線は主に東患[続支

に師事していることから那覇手の系統である.糸楽i荒は摩文仁賢和が，やはり昭和初罵に本

土に漉り，関西地院令中心に普及・発展させたものである.摩文仁繁和は糸洲安恒(首5塁

手) ・東恩納寛最(那務手)に師事していたことから，首里手・那覇司王が混合した系統と言え

る.和道流は主に船越義珍に師事した大塚博紀によって本土で誕生した系統である. 

4・2-2.沖縄史手通

一方，沖縄空予選の系議においては，小林流が糸淡i安室;こ締事した知花毅誌によって 1933

年{昭和 8王手}に他の首護手系統の空手と i玄関するために命名された llO) 普塁手系統に分類

される.剛柔流は， 1ニ述の宮城長順によって普及され，那覇手を代表する系統である.近年で

は，本土の剛柔流と区別して沖縄剛柔流と称、することが多い.上地流は，創始者である上地先

文の長男上地完英の遊場開設に伴って 1940年(昭和 15年)に命名された 111) 島袋によれば 112)

上地完文は 1897年(明治 30~手)に中国福建省議制に渡り，恵子和に鱒撃して 13年間，拳法の

修行をする.上地法iム 1910王手{興治 43若手} した上地完文が， 1926王手(大正 15王手}か

ら就職のために転出した和歌山県において中鰭から学んだ唐手を fパンガイヌーン議jとして

教授を始めたことに始まる.その後，上地流を継承する土地完英が， 1942年(結和 17年}に

沖縄に帰郷し，道場合開設するとともにそれ以降沖縄県内において普及したことから沖縄空手

道の一大勢力となった.松林誌は長嶺将真によって 1947年(昭和 22~ド)に命名された 113)

嶺将棄は喜壁武朝穣(藷塁手)と松茂良興作在住手)に師事していることから，首里手と

そ議合した系統である，首塁手を代表する松村宗援および松蔑長興作の松の字を取って命名し

たとされる.沖縄県舟ではこうした 4大流派の他にも数多くの流説が存在する.また，境、諌名

での系統分けではなし首里手・那覇手・ これに上地流を加えて， 4つの系統として分
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類することも多い. 

4-2-3.まとめ

このように，民 ともにそれぞれの系統が分かれるが，沖縄県内に本拠

地を霊きながら本土に務設し よる郊i柔読を除いては B本空手遵と沖縄空手選の毘

にはほとんど接点が無い.日 糸東誌もそれぞれ当時の沖縄県下の大家で

ある船銭義珍， E恋文仁驚和によっ されたにもかかわらず，その本拠地を本土に移したこ

とによって，沖縄県内にその流れを汲む者は殆どいない.これは空手選の伝承が鯖弟の密接な

関係を前提としてしか成恋しないことによるものと考えられる.このように，輔柔流を除いた

沖縄と本土の聞の隅絶は日本空字選と沖縄控手還の接近を難しくしている. 

5.おわりに

本研究では，空手避の発騰における沖縄と本土という地域的な 2軸性を発展の諸相に分けて

整理するとともに，沖縄の控手文化財保繍の在り方， I沖縄空手道Jと「日本空手道Jという

言葉の概念について整理してきた.このような整理によって空手道の発展における地域的 2軸

性が，どのような問題を持っているのかが明らかになってきた.その lつ目は，大正から昭和

にかけて沖縄の設予指導者が本ことに流出することによって，沖縄の空手指導者の空洞化が起こ

り，本土と沖縄の践に欝設の務室長が出来たことて?ある.また 2つ目は，戦後の沖縄における空

手の護興は第 2世代によって行なわれたために，第 1世代を始祖とする本土の空手とは人脈的

な断絶が生 cたことである.そして，最後に，第 l世代が空手を日本の武道へと高めようと尽

カしたのに対して， という議楽に代表されるように，どちらかと言えば地 

域振興きさに考えられる向きが強く， 1澄代の流れから考えれば，ある種逆行した流れが生じ

ていることである. をリードしてきた存在である.船越義珍が望

んだにせよ，護まなかった iこせよ， な発展の稜とともに様々な樗題の種を議いてきたのも

船越義珍である. ける地域的 2教笠が引き起こした鍔題点に

も，その諸特にわたって船越義珍は大きく関わっているさうもに挙げた給越義珍の 6つの研究譲

題を解決していくに当たっては，このような地域的な 2軸性が生みだした問題点が背景に存夜

すること会認識しながら，数多くある不明な点を明らかにしていく必要があるだろう.
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(資料)沖縄県空手関係史跡調査一覧

本調査は，� 2∞6年(平成18年)3月，中央大学保健体育研究所研究費の支給を受けて行なわ

れた.

1.霞奥手関係

官里士族の潤で発展し ことを言う.� 

1-1.松村宗握の墓(文献114-118からの引用および碑文をまとめた)

所荘地:那覇市真嘉比� 3-1-8 共同基地内

明:松村宗根は 1809年に首恐山 111 に出生.唐名を武成逮，号~議勢または武長とも称し

た.松村は幼少の頃から赤田の唐手佐久)11こと療麗筑驚之豪華議上策賀に師事する.ま

た，科挙の試験に合格すると，その後，尚源王(1787-1路4，1804年期泣)，尚育王� 

(1813-1847，1835王手部殺)，尚泰三E (1843-1901，1お8塁手持{立〉の� 3誌にわたって王

家に仕えることになる，松村は空手のみならず，示義流を修めたことでも有名であ

る.また，往久111の披講で北京に護る機会も得ている.欝5長オゴ挨の武務は，生久)11と

松村によって形成・発織させられたと言われている.松村の高弟には，安里安'恒，糸

洲安恒などがいる.� 1899年首里山JlI2丁目にで没する.

状:共同墓地内に松村家の議事があり，旺画内に松村宗程碑が投機されている.2000年に

現在の地に移設されてしミる.

写真� 1 武氏松村家之墓
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写真2 松村宗根碑
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1-2.糸洲安恒の墓(文献� 119.120からの引用および碑文をまとめた)

所在地:那覇市真嘉比� 3-1-8 共同墓地内

説 明:糸洲安恒は� 1831年(天保� 2年)に首里山川に出生.空手は松村宗根に師事した.糸

洲の当初の師匠については異説もある.� 1901年(明治34年)4月，初めて首里尋常小

学校で体操科の中に空手が採用された時，糸洲はその指導を担当した.また，� 1905年

(明治38年)，師範学校および中学に空手が採用されると糸洲は嘱託として指導にあ

たり，多くの門下生を出した.この期間に平安初段から五段までの型も創作してい

る.� 1908年(明治41年)10月には「空手心得十ヶ僚」を書き，県当局に対して空手

の有意性を説く意見書を提出している.更に，書にも長け，御祐筆の科に合格してそ

の役も勤めた.� 1915年(大正� 4年)1月26日に� 85歳で没する.戒名は「顕明院光遠

宗徳信士J，位牌は曾孫にあたる糸洲安剛氏宅に安置されている.主な高弟として，

屋部憲通，富名腰義珍，花城長茂，喜屋武朝徳，知花朝信，徳田安丈，大城朝恕，摩

文仁賢和，城間真繁などがいる.

現 状:共同墓地内に糸洲家嚢祖之墓があり，区画内に拳聖糸洲安恒先生顕彰碑が設置されて

いる.墓地は� 2001年に現在の地に移設されている.拳聖糸洲安恒先生顕彰碑は元々，� 

1964年(昭和39年)� 8月30日，糸洲の弟子である知花朝信らが中心となって，親族

とともに真和志の古島の墓地内に建立されていたものが移設されたものである.

写真� 3 i!馬氏 糸洲家婁祖之墓� (2∞1年6月吉日建立)
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写真 4 き経験糸決i安恒先生顕彰碑
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1-3.花城長茂の纂(文献 121，122からの引用および碑文豪まとめた)

所在地:那麟市真嘉比 3-1 8 共持基地内 

説 明:;(t域長茂は 1869年に首里山 111に出生.，志願兵として日清戦争， 日露戦争に参戦，参

戦後窪箪中尉となる.政治面においても明るく，真和蕊村村長を務めた. 1905年{明

治38生存)8月， r轡手Jを f空手Jの文字で記述したメモを残していることで知られる.

現 状:共同墓地内に花竣家の墓があり，区濁内に親族によって建立由来の碑が設費されてい

る.鰭立由来の碑の碑文中 iこ花域長茂に関する記述もある.真姦よ主吉潟地区の区爾整

理に伴い. r奇地より 2∞2年に移設されている.
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写真 5 明氏 花城家之墓 (2∞2年 6月吉日建立)

写真 6 花城家之墓・建立由来碑
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1 4事感謝の松(文獄123，124からの引用および杭に記載された支をまとめた)

:那覇市苦塗末吉町 1-3-1 末吉公開内

説 明:飴越義珍の生誕130年を記念して，� 1998年(平成� 10年)8月27日，その功績を材、え，

また郷盟那覇市に感謝の3撃を表するために松海銀の門下生によって被樹された.船越

義珍は� 1968年{明治元年)11月10E3，言呈出JIIに士族船越義枢の� l人瀧子として出生.

戸籍上は� 1970若手(明治3年jの生まれとなっている‘船越は首里手の大家安霊安恒

と，その後糸扮l'i長'闘にも師事している.沖縄師範学校講習科を卒業し，代用教員合経

正規教員として各地で教墳に立つ.� 1912年{明治45年・ ，出羽大将指

揮下の第一艦隊の海軍将校に空手を指導する.また，この年，沖縄尚武会の会長にな

る.続いて.� 1921年(大正� 10年)義太子裕仁殿下(昭和天皇)の空手演武台覧〈苦

虫城正毅大正問}の指樽をとるなど議策調を担う.� 1921年〈大正11)，文部3省体育議覧

会での発表のために上京.訟後，講道館マの演武をま切りに，東京での空手普及に努

める場また，慶藤大学を;まとめ，東京大学，第一高等学校，錯媛大学，日本医科大

学，東京商科大学，早諸国大学などの各校で空手を指導し，各校での空手部創j設詩に

は師範として議えられた.� 1929年{昭和� 4年)，� r唐手jの文字を「空手jに変更し，

常用した点も大きな功績である.また，� 1939年(昭和14年)，首都東京最初の空手滋� 

f松譲舘jを東京都畿島底雑奇ヶ谷に建設した‘日本最初のさを手の教本� f琉球拳法

麿手J (1922年)をはじめ，� r 925年)� r空手道教範J(1935年)錬胆護身産手術J (1 ， 

f空手入門j(1943年)r空手道一路j(1956年)など多くの空手教本を出版している.� 

1957年{昭和32年)� 4月26日，� 90識のさを手人生を関じた.r日本空手道の父jもし

くは� f近代空手道の父jなどと呼ばれる.

現状:袈在も犠樹当時の位置にある.標示は，感謝の松付近の杭のみである.
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図5 杭・文節� 2 関� 4 杭 文句益百� l 

5.誉れの松(文献125，126からの引用および杭に記載された文をまとめた)

所従地:那覇市首里末吉町� i 3 i 内� 

明:船越義豪(ょしたか)の没後60王手を記念して，� 2004王手〈平成� 16年)7月5日， その

功績を称え， また郷塁悪覇市に惑裁の意を表するために松議事館の門下生によって植樹

された.鍬入れには， 〈松湊館理事長・館長)， {那覇市爵投入

久高友弘(那覇市議会議長号入船議義彰(親族)，宮城篤(充浦添市美術館館長)， 

砂辺長盛(那覇市鷺設管理部長)らが参加した.船越義事長は，� 1906年(明治39年)，

那覇市において船越義珍の忠男として出生. その後.， して父船越義珍に師事して
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空手道の稽古を積む.師範代下回武の死後は，船越義珍の後継者として多くの大学で

指導にあたり，門下生の多くがその後国内外で指導者となっている.終戦の年， 1945 

年(昭和 20年)11月24日に 39歳で病没している.

現 状:現在も植樹当時の位置にある.標示は，誉れの松付近の杭のみである.

船
越
義
豪
先
生
没
後
六
十
年
祭

実
行
委
員
長
日
本
空
手
道
松
譲
曾

理
事
長
高
木
丈
太
郎

平
成
十
六
年
七
月
吉
日

図 6 杭・文面
写真  8 誉れの松

2.那覇手関係 

慣が中国から持ち11那覇手は，久米村に発祥する空手の系統に分類され，東恩納寛量や宮城長

帰った技術を加えて発展させたものである. 

2-1.東恩納寛量の生家跡(文献 127-129からの引用)

所在地:那覇市西 2-4-17 那覇ショッピングセンター前駐車場付近

説 明:東恩納寛量は， 1853年(嘉永 6年)3月10日，慎姓，東恩納寛用の四男として，那覇

の西村で出生.童名を慎善照と称した. r那覇手中興の祖」 と呼ばれる.空手は久米

村の新垣世車に師事した. そして， 1875年(明治 8年)頃，義村朝明から琉球館に

対する紹介状を貰い，密航船を使って福州に渡航，拳法の修行を積む.東恩納寛量の

中国での師匠が誰であるかについては音のみが伝わっているため諸説あるが，謝崇祥

であるという説(文献 127)や，鄭札公であるという説(文献 128)などがある.東

恩納は 1877年(明治 10年)に帰国し， その後も稽古を続ける. そして， 1889年(明

治 22年)には沖縄初の空手道場を那覇に開設し，空手を指導することになった.著

名な門下生には，許回重発や宮城長順等がおり， 1902，3年(明治 35，6年)頃から指



2007 後三子i畿の善幸義誌における地域的 2事菌性:i申縄と本土{中谷，営本，鈴木，小林，数丸外関 51


後に那覇手を継承する指導者となっている. 1915年 4~ド)に 63 歳

した.葬儀は商新町 2丁目の生家で行なわれた. 

現状: ，また東恩納寛量生家跡、であることを訴す石僻なピもない.

写真奇 策恩納寛量の生家跡付近 

2-2鴨宮城長)1)閣の生家跡(文献 130-133からの引用)

所在地:那鎖市東町  12 東町南公閤付近

畿の頃，新.11で出俊11に那覇市東町ト258月4年)21年(明治1888聞は，)1明:宮城投説 

(1875-1961)に空手の指導を受ける.その後， 1902年(鰐治3511三)に新壌の

紹介で， した.また， 1905年(明治38年λ

している(この年，空手が正課に採用された). 1908年〈嬰治 41~ド)から 1910塁手

(明治43年}まで兵役を務める.締，東患続貰量の没後， 1915.1手(大正義年)に議建

護格制，また 1936王手{昭和 11年)には上海に護主主し，拳法の修持や交流を行なって

いる.また，郵務尋常小学校をはじめ，警察，師範学校，那覇商業高校や，

間志社大学などの各大学で空手を指導した. 1953年(昭和  

28年) 10月8日， 65歳の生涯を終えた. r武備諒」の拳之大繋八句の f法附梁呑吐j

から 令とり， 1933年(昭和 8年)，空手界において日本で初めて流派名「剛

梁iオEJ令称した.また， 1937年(昭和  12年)，やはり空手界において日本で初めて

「教士号jを投与されたことも広く知られている.

現 状:生後は存在せず，正篠な場所を知ることは出来ない.この付近が宮城氏j験生家跡であ

ること どはない，
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写真10 宮竣f量級の生家跡付近� 

2 -3.先賢東軍納寛撮・拳整営域長贈醐彰碑


所在地:那覇市松山� 1-17 松山公圏内


説 明:1
前述の東恵、納寛最，宮城長販の功績を称えた碑である.

現状:松山公開内に顕彰碑が設費されている.

写真11 東恩納賞最・宮滅後懸顕彰碑
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3. 〈文献134治、らのきi摺および碑文をまとめた〉� 

として，海外からの玄関口で、あった� . i志村の人達は， との文

化交涜を じて， 議能， 武衡などを身につけ，様々な分野の大家 してい

る. もその� Iつであり，聖現寺付近の譲着員によって伝えられたとされる.

を始被とし，松茂良興作(1829-1898)が中興の祖と呼ばれる.� 

3-1.松渡良興作僻(文献135-137からの引用および碑文をまとめた)

所在地: 3-12 新居敷公間内� 

説 明:松茂良興作は� 1829年(道光� 9年)3月18日，薙氏姓松茂良興典の般男として，泊村

(戦前の高橋町) で出生.童名を樽金，唐名薬唯寛と称、した. と並ぶ



54 中央大学保健体育研究所紀要 第25号

中興の祖と呼ばれる.松茂良は，泊の艶現寺の周辺に賠住していたi豪華著者から

した泊乎を，照康規簸(1804 ~ 1864) ，宇久嘉|控(1800 1850年)の両師に習


い，泊予を継承した.後に，松茂良は泊浜近隣の洞潤に住んでいた中岡人に教えを受


けたとされている. 1898年に没する.聖現寺に安鷺される{立紳には，松茂良筑堂之


戒名{寿裳道栄イ言土J，11月7日死去と記されている.

選状: に援彰緯が設霊されている. 

~.12 新屋敷公溺・何枚

写真13 松茂良興作顕彰碑
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図s 松茂良興作顕彰碑・碑文

3-2.態調寺(文献138，139からの引鰐)

所在地:那務市上之墨392

明聖護寺は，真言宗のミテ読であり，天久宮(神社〉 とともにあることから[天久の寺j

と俗称される.沖縄では真言宗の寺設と神社が共存している.他には，護国寺と波上

(那覇市入臨海寺と (那覇市).神徳寺・入機密(那覇市).神芯寺・

(謀議市)，遍照寺・末吉宮(那覇市)， -普天荷宮野湾市入観音寺・金武

宮(悶顕郡金武町〉などがある. この裏表寺は松茂良輿揮の位牌が安置されているこ

とから松琉長潟来の地とされる.議現寺の近隣には，松茂患が師事した照窪幾識の先

視の墓があり，松茂良はその墓震において蒔畏と を行なったとされる.

現 状:松茂良興作に関する石碑などは設置されていない.

写真14 聖現幸子・� iUi
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3-3. フルヘーリン洞(文献 140-143からの引用)

所在地:那覇市上之屋 392 繋現寺北方の丘の上

説 明:聖現寺の近隣に小さな洞窟があり(写奥 15)，ツルへ… J}ンil司と件ばれている.現在

も礼拝場になっている.松茂良興作がこの摘額に住んでいた中国人に空手の教えをこ

うたことがあるとの説があることから，ずaの鵠係史跡と考えられている a しかし，

松茂良が教わった中国人が住んでいた減額は「カ…ミヌヤ… iであるという説もあ

る.

現状:フルへーリン洞に松茂良興作に関する などはない.

写真15 フルヘーリン潟・内部 

4.その他  

4-1.沖縄県立第一中学校(文献 144，145からの引用)

所在地:那覇市首里真和志町 2-43 (現症の首里高校)

説 明:1905年(明治 38年)に沖縄県内で中学校としては初めて常予が正科として取り入れ

られた学校である.糸洲安恒の弟子である花城長茂が体育の時間中にさ営手を教捜し， 

1907年(明治40年)墳から放課後に糸洲安慢によって空手指導がな怒れていた.首

里高校の学校史によれば， 17981手(寛政10年)に創ヨ之された関学令部身として， 1880 

年(明治 13年)に首里中学校. 1886年に沖縄毒事常中学校，そして 1911年(明治 44年)

に沖縄県立第一中学校と改称、されたとされる. 1891年(明治 24年)に諜在の敷地に

移転している‘ただし，学校史の中では 1915年 1929年〈昭

和4年)に空手が正課となったとされている. ども していた.

現状:空手に関係する石碑などは設置されていない.
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写真16 沖縄県立第一中学校碑� 

4 2.沖縄擁護主学校跡碑(文献146からの引用および碑文をまとめた)

所在地:那覇市首恩当蔵野� 1-4 (沖縄県立芸芸術大学内)

明: 	1902年〈明治35年)に空手が教科に取り入れられた学校である.空手;ま糸校時安恒に

よって導入され，当初は墨部憲過が師範代として澗� l国，放課後講堂で指導を行なっ

ていたとされる.屋部の現在後は船越義珍らが蹄範ftを務めた.沖縄部範学校は1鴎O

年(碗治13年)に額校し，� 1881年(明治延長ド)に沖縄県立鶴範学校，� 1886年(明治� 

19年)に沖縄県尋常師範学校，� 1898年(明治31年)に沖縄県師範学校にそれぞれ改

称された.多くの糸洲丹下生を出し，手界に大きな影響を与えた.

議状:空手に関係する記述は存在しない.

写真17 沖縄蘇築学校跡碑
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図 9 沖縄師範学校跡僻・陣x

4-3.奥武山公膿(文献 147からの引毘)

所在地:沖縄県那覇市奥我山町{沖縄県護雷神社付近広場)

議 現長嶺将真によれI!，1916年{大正 5年〉に那務誌小学校連合運動会が行なわれ，紛

益義珍の指導の下，小学3年生以上の男子笈潟名余りが fナイハンチjと fゼンアンj

の裂を自体演戒した場所とされている.

現 状:空手に関係する標識はない.

4-4.天尊廟(文献 148，149からの引用)

所在地:那覇市若狭 1-25-11(波之上室そば) 

説 明: f久米村の民待jによれば， r天尊蟻iま現きをの部懇を絶滅して衆生を救助する f九天

託子完雷声普化天尊j という道教の神を奉認し，永楽若手務関人三十六設が来読した頃，

波之上の義主織に建立されたjとされている.外簡の調査によれば，大正年間に天尊

廟の望事態に f武鍛誌iが保管されていたとされており，沖縄に怯わる f武備誌jが天

尊廟を建立した久米(前) 36姓によってもたらされたとする久米 36姓輸入説の lつ
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の根拠となっている.中冨で怒られるさ典兵法舎の{武様誌jは茅元儀によって� 1621
 

7尽に編纂されたものであり，久米36姓の来読が1392年とされることから，久米36姓


翰入説を否定する意見もあるが，実際にはや患で警かれた� f武綴誌jと沖縄に長わっ


ている� f武備誌jでは内容に大きな隔たりがあり，同ーのものと考えることは出来な


い.よって，沖縄に伝わる『武備誌i の 1 つめルートとして，久米 36~生輸入説の可

能性は存続されるものと考えられる.


状:空手に関係する標識はない.


写真18 叉尊務� 

4 5.久米36姓碑(文献150からの引用および碑文をまとめた)

:那覇市松山 1-17 松山公圏内

明:1392年，� r明初に洪武帝の命で福建省福州県を主として閑地方の 36~.生が来流し J，唐

栄(府営)と称して久米村に居住したことから久米36姓と呼ばれる.関人36姓と呼

ばれることもある.彼等は選抜された様々な技師として来流したこともあり，政治的

な発農をもたらしただけではなく，書道，造船，空手といった文化部に対しでも大き

な影響を与えたとされる a

状:久米36姓碑が設置されているが，空手との額係を示す表記はない.
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図10 久米 36姓碑・建立運喜怒欝

4 6.蔀覇議業高等高額校{文献 151.152からおきi湾} 

所在地:那覇市松山 1-16-1

説 萌:那覇予の大家である東恩納寛量が嘱託として空手を指導していた学校である. 19日年

東恩穀業最の死後は，高弟の寄城長}I隠が指導にあたる. 1929 (昭和 4年)

が正課として採用され，ヲiき続き 1933年{昭和 8年)まで宮城長穎が指導した.

校史によれば. 1905年(明治 38年)に懇覇区立商業学校として開校. 1922年(大正 

11年)に市銀iとなったため，郊褒市立務業学校と改称されたとされている.

現 状: 鵠係する石碑などは設寵されていない.
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写真部 那覇夏著書覧表彰等学校・門柱 

4-7益福州関{文献 153からのきi用と公翻案内をまとめた〉

所在地:那覇市久米 2-29

説 ム琉球王閣時代に中国において琉球との貿易の玄関口となった地で'1明:中露福建省福州、

ある.当時は同地に琉球麓が霊かれていた.ここを通った商人や役人は中国から

法伝播に大きく関与している.福耕留は. 1992年{平成 4年)に中国福建議播苅市

と那覇市の友好都市締結 10周年および罪覇市市制 70周年を記念して完成した鹿間で，

圏内は中部の雄大な自然と諸問の名勝をイメージして議られている.

現状:一般の公開として開放されている.空手に関する表詑はない.

写真21 福州密・内鍛
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